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①厚真町で総合型地域クラブを設立します

厚真町には令和7年6月現在10のスポーツ少年団加入団体、21の文化協会加入団体があり、その

他にも自主的に文化・スポーツ活動を行う個人・団体が少なくありません。一方で人口は減少

し、次ページのグラフで示すように小学生の人数だけとっても2030年には約25パーセント減と

なる予測が立っています。未来の厚真町民が可能な限り文化・スポーツ活動に触れられるよう

に、文部科学省が推進している「多世代・多種目・多志向」の活動が厚真町内で展開し、生涯

にわたって文化・スポーツ活動が楽しめる環境をつくるために、総合型クラブを設立します。

[目的]





②こんなクラブにしていきたい

多世代、多種目、多志向活動を

実現できるクラブ



②総合型地域クラブのミッション

■さまざまな年代の人が参加できる機会をつくる。(多世代)

■さまざまな文化・スポーツ活動に触れることができる機会をつくる。(多種目)

■既存の団体と共存し、本人の意思に合わせた活動が選べる環境をつくる。(多志向)

[総合型クラブとして達成するべき3つの事]



②総合型地域クラブ

のミッション

例：

スポーツ分野での

多種目・多志向

スポーツ庁webマガジン_https://sports.go.jp/tag/policy/post-145.html 　月刊陸上競技_https://www.rikujyokyogi.co.jp/archives/112732

トップレベルから一般レベルまで多種目・多志向が

目標達成、ウェルビーイングの向上につながる



②総合型地域クラブ

のミッション

例：

芸術分野での

多世代活動

厚真町文化祭ウィーク芸能発表会における

幼児から大人までが一緒になった発表



③厚真町の文化・スポーツ活動の現状

■小学生...スポ少活動・習い事、放課後子ども教室

■中学生...スポ少活動・習い事、部活動

■高校生...部活動、スポ少・習い事、公営塾

■大人...それぞれの趣味嗜好に合わせた活動

※部活動が地域展開に伴い廃止になった時、専門的に活動したい生徒以外は活動場所がなくなる



③厚真町の文化・スポーツ活動の現状

中学生年代は既に部活動の選択肢が極端に減ってしまっている 
厚真中に2部活(バドミントン・吹奏楽)、厚南中に3部活(バドミントン・卓球・総合文化)



③厚真町の文化・スポーツ活動の現状

中学生の活動の幅も多世代・多種目に目を向けるとぐんと広がる



従来は学校単位・年代単位の活動がメイン

例:ある1人の一生における
文化・スポーツ活動のため

属する組織



学校・年代にこだわらないことで活動の選択肢が広がる

文化・スポーツ活動を地域で

行うことにより、活動の幅が

広がる。卒業に伴い活動を辞

めざるを得なくなるというこ

とも無くなる。



④総合型地域クラブ

が目指す姿

-さまざまな体験ができる機会を作る
-さらに専門的に活動したいモチベー
ションを生みだす

-多世代で活動できる機会を作る
-中学校の放課後の体育館を利用した
総合型クラブの文化・スポーツ教室

の展開



現在の中学校の放課後は、部活動または特段の事情がない限りはすぐに下校しなければ

ならない。総合型クラブで学校開放事業を利用して放課後の時間に文化・スポーツ活動

をする機会を確保する。

厚真中学校での想定：スクールバスの最終便が18時（冬季は17時30分)

→最終便までの時間は総合型クラブとして活動したり、陸上の少年団員が学校に残れた

り、バドミントンの地域クラブ活動を行ったりできる。

厚南中学校の場合：スクールバスの最終便が17時35分　

→最終便までの時間は総合型クラブとして活動したり、バドミントンや卓球の地域クラ

ブ活動を行なったりできる。　　　　　　　　　　　　　　　　　

中学校の放課後の時間を使った総合型クラブの教室



⑤総合型クラブと既存スポ少・文化団体の比較

項目 総合型クラブ 各少年団・文化団体

対象、活動の焦点 多世代・多種目・多志向 各団体指定の年代、競技性・専門性

活動にあたっての重点項目
体験、普及、交流、

活動における楽しさ

普及、強化、高い専門性

酸いも甘いも飲み込む

大会の参加や競技団体への加盟

各競技団体への登録なし

大会参加なし

町文化・体育行事への参加

各競技団体等へ登録

大会やコンクールに参加する



既存の団体に対して総合型クラブができること

項目 総合型クラブ 各少年団・文化団体

団員・会員確保に向けた各団体へのあっせん

プログラムを通してより専門

的に行いたい人には各団体へ

の参加を促す

総合型クラブの活動が

会員確保の一助となる

登録手続き・保険手続き
スポーツ少年団・スポーツ安

全保険加入手続きを代行
事務手続きの手間が減る

指導者調整

各団体の活動に不定期で伺い

体力トレーニング等の指導・

活動の様子を撮影etc.

基礎体力トレーニング等日々の練

習でプラスしたい要素が補える、

活動の様子を記録できる



体力トレーニングの指導・活動写真の撮影の例



⑥2025年度・2026年度の事業計画

■2025年度

・6月より月に1回スポーツ教室・文化教室を交互に実施する。

予定しているプログラム: 

スポーツ...バスケ・卓球・ドロケイ・バドミントン・バレーボール・ラグビー

文化...けん玉、DJ、テントサウナ、中国語

■2026年度

スポーツ、文化ともに1~2ヶ月に1つのプログラムを実施する。時間は平日の夕方、臨時

で活動する場合は土日に随時行う。厚真町文化祭、あつまリンピック等への町行事へ積

極的に参加する。



活動計画

参加人数:
・各回20~30人程度

費用: 
・実費徴収

広報:
・町の広報

・インスタグラム

・ホームページ



⑦2027~2030年度の目標

■2027~2030年度

・平日の開催日数をスポーツ2、文化1に増やす。

例) 火曜・木曜 - スポーツ　金曜 - 文化

・子どもから大人まで会員数150人程度を受け入れ可能な体制を作る。

・スポーツセンター、スタードーム、上厚真野球場、スケートリンク、パークゴルフ場

等の町管理施設をより有効活用できるようなプログラムを行う。

・厚真町文化祭、あつまリンピック等への町行事へは引き続き積極的に参加する。



⑧課題

・活動場所までの移動方法

放課後一度帰宅してしまうと車を持たない子どもの活動場所までの移動手段がない場合がある。スタッフ二名が今年度

中型免許を新たに取得したが、車両の目処がたっていない。

・各団体との折衝及び指導者確保

総合型クラブの活動について、スポ少各団体には説明がまだ不十分であり、文化協会加入団体には説明の機会が持てて

いない。一方で、スタッフでカバーしきれない種目、内容を指導できる方も活動の充実のためには必要となり、各団体

と協力して事業を進める必要もある。

・活動内容の精査

・活動を継続していくための財源の確保


